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国立研究開発法人 産業技術総合研究所
イノベーション推進本部⾧

渡利 広司

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
平成29年度 研究関連業務評価委員会

評価資料（説明資料）

１．研究関連・外部連携事項

1

平成30年2月26日

そうだ!
「産総研」があった!

●世界最高の橋渡しインフラ
●開発力の提供
●オープンイノベーション

●世界最高の橋渡しインフラ
●開発力の提供
●オープンイノベーション

産総研の声産総研の声

●イノベーションの創出
●産業競争力強化の基盤技術
●連携・共同研究
●ベンチャー、中小企業支援
●人材育成

産業界の声
●省資源・省エネルギー
●防災、減災
●健康・安心安全
●地域資源・人材の活用
●科学教育への協力

社会からの声社会からの声

2
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3

研究試料提供
技術情報開示
ライセンス供与

成果を社会に還元

企業と繋がりたい… 
技術を強くしたい… 
地域を支援したい… そうだ!「産総研」があった !

事業化支援
ベンチャー創業

設備・装置
施設提供

受託研究
共同研究

人材育成

技術コンサルティング

4

マーケティング力の強化

＜年度計画＞
a)各研究領域において、領域の特性に応じた技術マーケティング活動を実施する。
b)異なる領域や地域センターをまたがる横断的なマーケティング活動を行う機能
の充実及び効率的な運用を図る。
c)大型連携を図るため、シーズプッシュ型のマーケティングに加えて、民間企業
との活発なコミュニケーションによるニーズプル型や、コンセプトを共創する
マーケティングを推進する。
d)多様な経験、資質、人的ネットワーク等を有する人材として、企業連携活動へ
の参加や連携ノウハウを共有する場の設定を通した内部人材の育成を引き続き行
うとともに、外部人材を積極的に登用して、その専門性に基づいた人材の強化を
行う。
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イノベーションコーディネータ（IC）によるマーケティング力の強化

• 企業ニーズや産業動向の把握

• 企業ニーズを踏まえ、産総研ポテンシャルを活用し、共同研究プロジェ
クトの立上げと大型化

〇ミッション

上席イノベーションコーディネータ
外部との大型連携プロジェクトの創出、産
総研の大型プロジェクト及び大型研究支
援プロジェクト等の業務の調整

イノベーション推進本部所属のICが、領域横断的なプロジェクトを創成
するとともに、各領域・地域センターに配置したICが所属領域・地域セン
ターの特色に応じた連携を構築

イノベーションコーディネータ
研究における技術シーズを把握し、外部
から入るニーズ情報とのマッチング等、研
究における連携及び成果活用のハブ機能
の業務を整理

上席ICとICの役割

5

まめに会う、よく聴く、すぐやる

6

内藤 茂樹
エネルギー・
環境領域

小森 和弘
エレクトロニクス・
製造領域

加藤 英幸
計量標準
総合センター

近藤 道雄
福島再生可能
エネルギー研究所

新間 陽一
生命工学領域

岡田 道哉
TIA推進センター

小島 功
情報・人間
工学領域

山田 澄人
イノベーション
推進本部・
臨海副都心センター

高尾 泰正
材料・化学領域

永石 博志
北海道センター

南條 弘
東北センター、
材料・化学領域

大家 利彦
四国センター・
生命工学領域・
四国経済産業局

飯田 康夫
中部センター・
石川サイト

堀野 裕治
九州センター

坪田 年
関西センター・
福井サイト

樋口 哲也
イノベーション
推進本部

中村 修
中国センター

尾崎 浩一
イノベーション
推進本部・
石川サイト

拡大技術マーケティング会議
（3回開催（見込み））

Photo:
Yasutomo Yasuhiro

企業との対話を増やす
企業毎にイノベーションコーディネータを配置

斎藤 眞
地質調査
総合センター

平成29年12月現在
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7

産総研と企業を結び、橋渡しに貢献

中村 修
上席

イノベーション
コーディネータ

岡田 道哉
上席

イノベーション
コーディネータ

中国センター所⾧の経験
をもとに培ったネット
ワークを活かし、テクノ
ブリッジフェアの丁寧な
アフターケア等を通じて、
地域の中核企業と⾧期的
な信頼関係を構築。
中国地方のイノベーショ
ンハブ機能の要。

次世代の半導体材料として
期待されるSiC（炭化珪
素）を活用した次世代パ
ワーエレクトロニクス技術
の確立を推進するため、企
業との共同研究体TPECの
プログラムマネージャーを
務め、産総研が誇る研究イ
ンフラを活用した橋渡しを
積極的に推進。

産総研のオープン
イノベーション第一人者

中国地方の連携の要

エレクトロニクス・製造
領域の総括企画主幹・IC。
IoT社会に不可欠な革新
的半導体デバイスを中心
に、技術コンサルティン
グを活用して、企業ニー
ズや課題の掘り下げによ
る課題解決型共同研究を
提案するなど、大型連携
の構築に貢献。

エレクトロニクス・製造
のコーディネータ

小森 和弘
イノベーション
コーディネータ

今年度活躍したイノベーションコーディネータ

産総研とパートナー企業との連携

「橋渡し」研究後期におけるパートナー企業のニーズに、より特化した研究開発を実施す
るため、新たな研究組織として、パートナー企業名を冠した「連携研究室」又は「連携研究
ラボ」（通称”冠 ラボ“） を設置。

平成29年8月1日 冠ラボの設置を総合調整する大型連携推進室を設置。

「「“冠ラボ”

8

本年度3ラボ設置
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ＩＣによるマーケティング機能の強化と、“領域”、“地域”、“本部”による
Good practice等の情報共有と戦略への反映

拡大技術マーケティング会議

9

第１回（ 7/11（福島） ）
:地域連携の強化、所内連携の強化、
大学講師、地域の企業の招待講演

第２回（11/13（つくば））
:大型連携に向けた取り組み共有

第３回（3/5（つくば）予定）
:全ICからの活動報告

〇開催概要

IC向け連携の指南書を配布 第1回拡大技術マーケティング会議＠福島FREA

平成29年度テクノブリッジ®フェア 開催状況

10

（3社、38名）

（7機関（うち企業は5社）、33名）

（10機関（うち企業は9社）、16名）

（7機関（うち企業は4社）、15名）

（3機関（うち企業は2社）、7名）

Ｘ

計699機関を招待、166名（企業役員他）と面談（12月末現在）

（648機関、1713名
（うち企業は556社）、うち15

社・51名と面談）

アグリテクノフェア in 北海道
（平成30年3月12日～13日)

企業訪問型テクノブリッジ®フェア
in 埼玉（平成30年2月2日）

計測・分析フェア in 京都
（平成30年1月23日）

テクノブリッジ®フェア
in 九州（平成30年2月6日）

テクノブリッジ®フェア
in 熊本（平成30年3月2日）

企業訪問型テクノブリッジ®フェア
in 岡山（平成30年2月28日）

理事⾧によるトップセールスを展開
※下線は理事⾧による企業面談実績

（21機関（うち企業は13社）、44名来場
うち2社・6名と面談）
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産総研と和歌山県との連携協定に伴い、県内の有望企業と産総研シーズとの
マッチングの場として企画

z 和歌山県内の開発型企業13社の
要望に応じた、パネル・試作品
を出展。

z 世耕経済産業大臣もご視察され
盛況となった。

z 更なる連携づくりに向けた継続
的フォローを実施中。
¾つくばセンター来訪（3社）
¾企業のサンプル供給（1社）
¾論文請求などの問合せ（1社）
¾NDA/技術コンサルティング契約
（1社）
¾和歌山県工業技術センター及び企
業との3者間共同研究に向け調整中
（平成29年10月現在）

テクノブリッジ®フェア in 和歌山 【関西センター連携事例】

11

平成29年度招待企業との連携可能性
（アンケートより）

テクノブリッジ®フェアの効果（inつくば）

半数以上が新規
連携・連携拡大

を検討

12

24億円の資金獲得に貢献！

6.3 
8.7 

20.3 

24.4 

0

5

10

15
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1 2 3 4

H28年度アテンド招待企業からの
資金提供額の推移（億円）

H26 H27 H28 H29
10月現在

×1.2

×2.3

×1.4

アテンド招待企業から
の資金提供額は堅調

に増加
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https://technobridge.aist.go.jp

約１０００のパネルを紹介

・テクノブリッジ®フェア（つ
くば、地域）での展示パ
ネル
・研究カタログ

・外部展示会での展示パ
ネル

登録者数（12月時点）
834社2230名

24時間365日、いつでもテクノブリッジ®フェア

登録制
（無料）

人気パネル分析
からマーケティン
グ活動へ

テクノブリッジ® On the Web

13

ＡＩデジタル道場の実施

深層学習対応人材100名養成

� 入門編（20名×5グループ）×4日間
深層学習の基本概念を理解

深層学習をGUI経由で利活用
� プログラミング編

（15名×2グループ）×12日間
単純な機械学習をプログラミング

深層学習AIのプログラミング
深層強化学習のプログラミング

• AIの活用により研究が加速し企業連携の促進が図られることを期待。
• 今回の受講者が産総研内にAIの活用を横展開することでオール産総
研としてAIの活用が見込まれる。

AI・深層学習の技術は、ビジネスや医療など私たちの生活に深くかかわる
ようになり、あらゆる分野の研究においてもAIの導入が不可欠。

期待される効果

14
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15

技術ポテンシャルを活かした
指導助言等の実施

＜年度計画＞
a)多様な民間企業ニーズに応えるために、「技術コンサルティング制度」を活用
し、産総研の技術的なポテンシャルを活かした指導助言等を実施する。
b)コンサルティング制度に関する職員への周知などによって、職員の理解の促進
を図ると共に、民間企業への説明を徹底して、研究現場での一層の活用を図る。
さらに顧客満足度のサンプリング調査を実施し、業務品質の向上を図る。これら
の取組みを通じて、平成28年度比22％増（民間資金獲得目標額の前年比伸び率）
を上回ることを目指す。

平成27年度 84件 総額 0.8億円

z 品質管理と所内説明を丁寧に実施（職員向けに活用事例の説明会を実施）

z さらなるサービス向上に向けて所内外に利用者満足度を調査

275件 総額 3.0億円平成28年度

技術コンサルティング

※予算化ベース

63%増（平成29年12月20日時点）
※年度目標:前年度比22％増平成29年度 354件 総額 4.9億円

（平成29年12月20日現在）

16

○ 技術の目利き
クライアント策定の事業コンセ
プト／Ｒ＆Ｄ戦略に対して技術
的なアドバイスを提供
＜主な適用事例＞

エネルギー貯蔵技術開発の方向性に関する目利き

○ 先端技術動向調査
最先端技術のトレンドや各国のＲ
＆Ｄ政策等の動向を調査
＜主な適用事例＞

新規材料の最新技術動向に関する調査報告書

○ コンセプト共創型
クライアントとともにブレインス
トーミングを繰り返し、事業コン
セプトやR＆D戦略を協力して策
定
＜主な適用事例＞

新たなコア技術開発に向けたロードマップの策定

〇技術コンサルティングの事例
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17

コンセプト共創型マーケティングを活用した包括連携

カゴメ
株式会社 産総研共同

研究

担当ICによる包括的コンサルティングにより、カゴメ株式会社とともに
中⾧期的な研究開発や事業コンセプトを共創

コンセプト共創型コンサルティング

食品・農業のオープンイノベーションに向けた
包括的共同研究を開始（2017/10～）

• 産総研内に新たな研究スペースを設置し、企業からの出向者を受入
れ

• 「おいしさ研究」、「AI異物検出」、「新包装容器開発」、「気象
データ解析による収量予測システム」等、幅広い研究領域を巻き込
んだ研究開発を実施

担当ICによる
コーディネート

最先端の
Science＆
Technology

“The Dream Box.”

カシマスタジアム

Antlers

カシマサッカースタジアムを“橋渡し/つなぐ”場として活用
⁃ スタジアムを最先端技術の実証実験の場とする
⁃ スタジアムの利活用促進・サービス向上で千客万来
⁃ スタジアムを中心に“IBARAKI”発のイノベーションを創出
⁃ スポーツ産業、科学技術、地域経済振興に貢献

コンセプト共創型マーケティングを活用した包括連携

イノベーション推進本部ICと情報・人間工学領域ICによる緊密なディスカッション
を通じて、スタジアム周辺の人流解析による混雑緩和等のソリューションを提供

鹿島アントラーズ・エフ・シーと産総研が包括協定を締結（2017/7）

18

AIST
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19

戦略的な知的財産マネジメント
＜年度計画＞
a)知的財産の戦略的かつ効果的な取得・管理・活用と研究成果の効率的な実用化及び普及を図るため
に、萌芽技術の戦略的な知財アセット構築の支援を強化し、また、知的財産管理システムの改善・向上
や知的財産統合シートの利用性の一層の向上を図る。

b)平成28年4月に施行した職務発明に関する改正特許法に対応するように改訂した職務発明取扱規程
に基づく発明補償、企業や大学等との連携促進のための多様な連携形態に即した知財の取り扱いの
策定等を行う。

c)平成28年10月に改訂された「知的財産・標準化ポリシー」に基づき、戦略的に標準化活動を行うため
の支援策を標準化戦略会議において検討し、標準化活動の推進を図る。

d)知的財産および標準化の知見と研究開発に関する知見の双方を有する専門家を継続的に育成する
ため、セミナー・シンポジウムの開催等による知財・標準化に関する普及・啓発活動を実施する。

e)知的財産マネジメントを適切に推進していくために、研究者を含む産総研の全職員が業務において知
的財産関連活動を適切に行うことができるよう人材育成に継続的に取り組む。

f)知財の専門家による領域・地域センターの支援強化のために、イノベーション推進本部に所属するパ
テントオフィサーと各領域に所属するパテントオフィサーの連携を推進する。

g)知的財産の活用において、技術移転マネージャーを中心にして、産業界のニーズ把握と研究現場と
連携した活動を強化する。

h)知的財産の活用において、出口シナリオの企画・立案機能を強化するため、知的財産情報の発信や
企業のニーズ収集などのマーケティング活動を実践する。

②知財アセット構築強化支援①知財強化・戦略構築の支援

20

●知財アセット構築強化
国内：３６件 海外：２１件 ノウハウ：９件

●企業連携
連携 ：１９件（企業１０件）、国プロ２件
冠ラボ：１件

Ｈ２９年度選定 ９テーマ

戦略的な知的財産マネジメント

パテントオフィサーによる萌芽技術の知財アセット構築支援

企業連携
研究成果の
社会還元に
つなげる

¾ 研究の芽の段階（萌芽期）で見いだされた新発見・新原理を発掘し磨き上げる
¾ 知財アセットを構築した上で企業連携を推進し、萌芽技術を社会へ還元

知財アセット（Ｈ２７・Ｈ２８年度選定）１６テーマ

産総研の研究成果

新発見・新原理
基本特許の

確保・骨太化
知財アセット

構築

• 知財の面から研究展開をアドバイス
• 基本特許確保・骨太化の方針

• 過去のテーマも継続的にフォローアップ
• 基本特許の権利化や応用特許の追加出願の方針
• 企業連携を見据えた知財アセット構築

知財アセット
→ 特許、ノウハウ等のパッケージ
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ポリ乳酸/アパタイトコアシェル型粒子(平成２７年度選定テーマ)

21

戦略的な知的財産マネジメント

②知財アセット構築強化支援

• 基本特許：基本粒子モノ＆製造法（国内外５件）
• 応用特許：複合材料、吸着材等（４件）

企業連携

• 企業連携３社、国プロ１件

知財アセットの戦略的構築 支援事例

事例

¾ 患部に薬剤を安全に届けるため、体に優しい材料でつくられたナノカプセル

当初想定の医薬分野のみならず、
生体適合素材・化粧品・塗料等多分野で連携可能性拡大

生体に安全なドラッグデリバリー用材料 コアシェル型粒子

社会ニーズ（医薬分野）

①知財強化・戦略構築の支援

• 研究展開：製法、ドラッグデリバリー
• 外国出願も含む基本特許の確保

【市場規模予測（平成３２年）】
ドラッグデリバリー全体
約２，２７３億ドル
（BBCリサーチ 調べ）

22

公的研究機関随一の標準化活動

日本からの国際標準提案
のうち、７件に１件*が
産総研提案

ＪＩＳへの貢献 国際標準化での活躍

産総研職員の１０人に１人が議長
やエキスパートとして国際標準化
委員会で活躍

５件に１件、ＪＩＳ
原案作成に委員会の
委員として貢献

Ｈ２８年 ４６９件中

¾ 標準化の各フェーズに応じた支援策により、標準化活動を継続的に支援

産総研 104

東大 46

東工大 39

都産技 35

NITE 32

戦略的な知的財産マネジメント

※JIS:日本工業規格

*近３年平均 H29年度は1月現在

¾ 産総研が誇る多くの標準化人材と標準化提案実績

標準化提案数

Ｈ２７
年度

Ｈ２８
年度

Ｈ２９
年度

国内
標準

9 7 11

国際
標準

24 16 32

計 33 23 43

- 117 -



市場拡大

研究成果を
最大限に
社会に普及

23

戦略的な知的財産マネジメント

知財アセットを強化する標準化提案

事業化を見据えた

知財アセット構築

・電子機器
・医薬品包装
・食品包装
・水素技術
・航空宇宙
などへ展開

クレーストの製品・社会へ

産総研の研究成果
環境にやさしいフィルム

粘土膜「クレースト」®
商標登録5095054

産総研コンソーシアム
「Clayteam」

５０件以上の特許群

特許

ガスバリアフィルム
製造加工プロセス

競争領域の技術は特許
を網羅的に確保

２０１０年発足
約５０社参加

高いガスバリア性ナノクレイフィルムの特性評価測定法の標準化
(平成２８年度標準化戦略FS,平成２９年度標準基盤研究)

事例

技術の橋渡しに向けた

コンソーシアム設立

市場拡大を目指した

標準化提案

＝

クレースト関連製品市場(予測) 約４,１７７億円

ガスケット 機能性フィルム

(アスベスト代替) (プリント基板等の生産性向上)

ISO/TC229
ナノテクノロジーへ

「性能評価法」の提案

性能評価による信頼性確保

知的財産の活用に向けた取り組みの強化

１．既存企業への知的財産のライセンシングによる技術移転
２．技術移転ベンチャー等の創業による事業化

� 特許技術シーズ検討会
・新規出願特許について、技術移転マネージャ（TLM）と

スタートアップ・アドバイザー（SA）とで、
ライセンス及びベンチャー事業化の可能性を検討

（毎月1回）

� 既保有知財の活用促進
①TLMによる重点活動
・有望案件を研究ユニットと連携して

重点的に技術移転活動を実施
②特許分析ツールの活用
・Biz Cruncher等の特許分析

ツールを活用して、
ライセンス先候補を探索

1.既存企業への知的財産の
ライセンシングによる技術移転

革新的技術シーズの事業化

24

� スタートアップ開発戦略
タスクフォース

○ベンチャー創業の請負人の参画
スタートアップ・アドバイザー

（SA）
○技術開発・マーケティングの

資金投入
・試作品・製品の開発
・ビジネスモデルの構築

� H28年度の知財収入は前年度比140％(3.3億円⇒ 4.7億円)
� H29年度の新規実施契約件数174件（平成29年12月31日現在）

（研究試料提供契約・技術情報開示契約・知財の実施許諾等）
2.技術移転ベンチャー等の

創業による事業化

パテントスコアマップ
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25

産総研技術移転ベンチャー支援の強化
＜年度計画＞
a)産総研技術移転ベンチャーの創出を推進するため、スタートアップ開発戦略タスク
フォース等ベンチャー創出支援事業において、事業化に向けたマーケティング活動、
ビジネスモデル構築及びプロトタイプの開発を推進する。また、民間企業から産総研
技術移転ベンチャーへの出資を促進するため、ビジネスインキュベーション機関及び
ベンチャーキャピタル等とのネットワークを活用した連携活動並びに事業計画・ビジネ
スプランのブラッシュアップ等の事業支援を強化する。

26

平成２９年度 新たな連携の取り組み

日本政策投資銀行との包括協定（9月29日）
・産総研技術のインキュベーション強化
（DBJキャピタルへ５社紹介、出資検討中）
NEDOとの連携強化
・ピッチ会の共同開催（6月27日 産総研発
ベンチャー9社、NEDOベンチャー2社）
・NEDOピッチ（産総研発ベンチャー登壇
6/27 9/26 12/19）

・事業状況調査やヒアリングによるベンチャーのニーズ調査
・成⾧が期待されるベンチャーへ専任担当者を配置し、各社

のニーズに合ったきめ細やかな支援体制（コンシェルジュ制度）
・ピッチ会、個別VC紹介による資金調達・販路開拓支援
・広報支援および知名度向上

知的財産の活用に向けた取り組みの強化

� H29年度ベンチャー創出数5社
� 産総研のネットワークを活用してベンチャー事業を支援（資金調達、販路開拓）
� 産総研技術移転ベンチャー5社へ投資ファンド等が出資（平成29年度目標額:6.6億円）
� M&A 2社達成（ジェイタス、ライフロボティクス）

産総研技術移転ベンチャーへの出資11億円

平成29年度に出資等を受けたベンチャー企業
ベンチャー企業 事業概要

ミライセンス 非ベース型3D触力覚技術の
研究開発、製品化

ナノルクス ナイトビューカメラの開発、
設計、製造販売

ときわバイオ 再生医療用iPSの作成、
細胞初期化に関する研究開発

メスキュージェ
ナシス

間葉系幹細胞を用いた細胞治療・
再生医療のための細胞加工

Hmcomm 音声認識技術と音声情報処理
システムを用いたクラウドサービス

（平成30年2月9日現在）
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27

地域イノベーションの推進等
＜年度計画＞
a) 地域における「橋渡し」の推進のため、自治体や公設試との連携関係の強化や、
「産総研イノベーションコーディネータ」制度のさらなる拡充と活用等により、地域中核
企業との研究連携を推進する。具体的には、地域中核企業との共同研究、受託研究、
中小企業庁やNEDO等のサポイン事業や橋渡し事業、自治体予算による補助事業や
委託事業、内部予算を用いた予備研究や追加研究、技術コンサルティング等の連携
研究を、合わせて50件以上行う。

b) 平成27年度に各地域センターが所在する地域ごとに創設した、地域中核企業から
なる「テクノブリッジクラブ」を活用し、地域中核企業における技術開発ニーズと産総研
技術シーズとのマッチング事業を推進する。当該年度は、「テクノブリッジクラブ」加盟
企業が250社以上となるよう拡充を図るとともに、連携の強化も進め、加盟企業との
150件以上の連携研究を行う。

c) 産業技術連携推進会議の技術部会と地域部会を通じて、公設試の技術レベル向
上を図るための研究会や研修、地域経済の現状を踏まえたプロジェクトの共同提案等
の取り組みを積極的に実施する。

d) 地域センターごとに「橋渡し」機能の進捗状況を把握し、オール産総研としての活動
の最適化に向けて、企画・調整を行う。

28

公設試との連携状況

全国

広域担当産総研IC
関東
関西
全国

富山
公設試所⾧

「産総研IC」就任自治体

東京
都産技研 理事

中国地方５県の
公設試との定例企画
会議開催による連携

東京・神奈川
機関⾧等会議
による連携

福島
公設試所⾧

平成29年12月現在

産総研IC数

産総研ICはほぼ全国を網羅

大分
公設試

参事監兼次⾧

地域産業活性化人材育成事業
受入実績*

人数 174
(昨年度比＋13）

公設試数 50
（昨年度比＋1）

*平成18年度～平成29年度累計
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29

中小・中堅企業支援

＜製品化までの一貫した支援＞

共同研究
（製品化）

共同研究
（技術開発）

公的資金
応募

公的資金
応募準備連携仲立ち

市場動向を把
握し、企業ニー
ズを聴き、
産総研の
研究者を
引合わせる

研究計画を
スタートアップ事

業で
ブラッシュアップ

魅力的な
提案書

作成を指導

資金獲得!
大型共同
研究実施

製品化
研究も
支援

中小企業連携
コーディネータニーズを

持つ企業

市場価値の高い
製品・サービス

全国の企業の99%以上は
中小・中堅企業

産総研にとっての重要なパートナー
（共同研究のうち、約3分の1は中小企業案件）

戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン）への提案・採択数

産総研参加提案は、
全国平均より高い採択率

H28 H29
提案 採択 提案 採択

全国 提案・採択数 287 114 297 108
採択率（％） 40 36

産総研
参加提案

提案・採択数 24 14 32 18
採択率（％） 58 56

全採択数に対する
産総研採択数の比率（％） 12 17

30

支援・連携の成果が「航空機用3D造形部品」の製品化に

谷田合金株式会社
（石川県金沢市）

★高品質中空複雑形状鋳物の3D技術が完成
・地域中小企業が航空機部品メーカーへ鋳造品

供給開始

中空複雑形状鋳物用、砂型差圧鋳造技術
・ガスピンホール欠陥の極小化

連携１:中企庁 サポイン事業（2012～2015）

3Dプリンタによる高剛性砂型作製技術と
航空機用鋳造材への応用
・3D積層造形中子を用いた差圧鋳造プロセス

による複雑形状、薄肉製品の鋳造に成功

連携２:NEDO中堅・中小企業への橋渡し
研究開発促進事業（2015～2016）

2017

2012

2015

• 砂型3D積層造形技術
• マグネシウム対応材料技術
• 低残留応力・高精度鋳造技術

• 差圧鋳造条件の最適化
• 鋳造欠陥のＸ線探傷技術
• 試作品の分析評価技術

石川県工業試験場の貢献

砂型3D造形技術により作成された
航空機用ギヤボックス中子

産総研の貢献

鋳造法、検査手法の高度化

3D技術のシーズ展開

中小企業支援の成果事例

産総研 製造技術研究部門
石川県工業試験場
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31

世界的な産学官連携拠点の形成
＜年度計画＞
a) オープンイノベーションを推進して事業化への「橋渡し」を加速させる世界的な産学
官連携拠点の形成を目指し、高度な半導体製造装置等の最先端設備環境の整備
を進め、量産開発に資する6インチ大型ウェハーを用いたSiCパワーデバイス試作
や、IoT技術開発のための12インチシリコンウェハーを用いた半導体デバイス開発
を行い、SiCパワー半導体とIoTデバイスのオープンイノベーション拠点としての価
値を一層高める（TPEC）。

b) ワンストップサービスを企業に提供できる機能を強化するために、他のTIA中核機
関とともに、TIA連携プログラム探索推進事業「かけはし」等の具体的な研究開発
テーマを企業連携に結び付ける活動を強化する。マーケティング機能を付加するこ
とにより、共用施設ネットワークマネージメントグループ等、構成する各マネジメント
グループやステークホルダーグループを活用して、オープンプラットフォーム機能
の強化と企業連携活動を加速する。

c) 各機関の多様な技術を融合させ、産学官の知を糾合して複数の領域での研究プ
ロジェクトの立案や国内外の企業及び他のイノベーション拠点との連携を企画・推
進するため、研究機関の研究者間の連携を促進し新たなシーズ創出を加速する、
TIA連携プログラム探索推進事業「かけはし」を推進する。

d) 人材育成では、ナノテクキャリアアップアライアンスやASCOT人材育成等、今後の
TIAの人材育成機能の方向性となりうる、民間企業の人材育成に資する機能を強
化する。

• TPEC（Tsukuba Power-Electronics Constellations）：
2012年に開始後、６年を経過、企業資金獲得総額は52.5億円。

• SPEL（SCR Power Electronics Line）：
2017年度よりSCR 1500CRで活動開始

• 拠点の持続的な運営には、TPECの再構築が不可欠
①新たな企業ニーズ発掘→GaN等（調整中）
②国際化→外資系A社（マッチングせず）

• その他：超電導コンソ（ASCOT） 2.6千万円獲得／年

32

• 大手航空機メーカー B社、C社：航空機関連の企業ニーズの把握と日本
企業と連携した先行開発の提案

• HTCEとの連携による ①サイトマネジメント、②スタートアップ、③オープ
ンイノベーションについて、先進的ノウハウを吸収。欧州企業と連携した
我が国の産業イノベーションの推進

海外連携への取り組み

TIAパワエレ関係の取り組み状況
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33

国際連携に関する成果（平成29年度）
１)ドイツフラウンホーファー研究機構(FhG)と
の連携拡大

FhG レーザー技術研究所(ILT) と、パワー半導体
材料の共同研究を開始。

「METI革新的なエネルギー技術の国際共同研究
開発事業」予算の獲得に大きく貢献。

２）台湾工業技術研究院（ITRI）との連携推進

産総研つくばセンター内およびITRI中興キャンパス内
に連携スペースを開設。

今年度２件の共同研究（うち1件協議中）が開始。

３）包括MoUの新規締結と効果

・欧州委員会共同研究センター(EC-JRC)、オランダハイ
テクキャンパス、米国パシフィックノースウェスト国
立研究所と包括MoUを締結。EC-JRCとは共同研究を開始
予定。

・ドイツ航空宇宙センター（DLR）との間で締結した包括
MoUの下、2件の共同研究が開始。

ILTとの研究に用いる産総研開発のレーザー照射単結晶成長装置
連携スペース開所式（於：ITRI）

DLRとの共同研究契約調印式（於：産総研）

34

研究施設の効果的な整備と効率的な運営
＜年度計画＞
a) 産学官が一体となって行う研究開発を行うため、連携先の要望に柔軟に対応でき
る施設・仕組み等の整備、構築、見直しを進めるとともに、産総研の施設等を活用
した共同研究の他、企業による分析、計測等により、引き続き橋渡し機能の強化を
図る。
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�先端ナノ計測施設
�ナノプロセシング施設
�超伝導アナログデジタル

デバイス開発施設
�蓄電池基盤プラットフォーム
�スーパークリーンルーム
�MEMS研究開発拠点
�先端バイオ計測施設（新設）

産総研の共用施設

共用施設等利用制度
¾ 幅広い研究領域の先端機器等を、簡便な手続きで利用可能な共用施設として公開
¾ インテグレータ（プロセス構築の専門家）がICと連携して中小企業等ユーザーの

多様なニーズに対応
¾ TIAの各機関が連携して、利用申込のワンストップ化を推進

マスクレス露光装置

液浸ArFエキシマレーザー露光装置

ジョセフソン接合作製装置

ヘリウムイオン顕微鏡

＜平成29年度 産総研 共用施設等利用実績＞（平成29年12月31日現在）

産学官連携拠点「TIA」を活用した施設利用

・産総研の全7施設で、利用件数は131件（うち民間企業が87件）
・多様なニーズへの対応とマーケティング活動の実施により、

昨年度比で利用件数が約10％以上増加、新規ユーザーが54者増加

35

36

参考資料
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マーケティング力の強化

【前年度の主な評価コメントへの対応】

評価コメント（改善すべき点及び助言）（1）：
コストや人員等の制約がある中でも、有能な人材確保の為に常に門戸を開き、ICの質の

向上を情報共有や教育等を通じ、図って頂きたい。

IC の質の保持・向上を図る事も重要である。そのための活動も行われているとのことで
あるが、より積極的な活動・取り組みを期待。

対応・反映の状況：
幅広い産業からの新たなイノベーションコーディネータの採用を継続し、有能な人材の

確保に努めた。また、技術マーケティング会議（平成29年度3回開催（見込み））において、
イノベーションコーディネータ(IC)向け連携指南書（「ICマニュアル」）を作成し配布す
るとともに、外部講師を招いたセミナーや福島再生可能エネルギー研究所においてイノ
ベーションコーディネータとの連携制度の相談会を実施することにより、イノベーション
コーディネータの質の保持・向上を図った。
目標とする民間資金獲得に向けて、これまで結び付きの乏しかった産業分野との連携を推
進する専門人材をこれまで採用実績のない金融機関等から採用し、幅広い産業分野で橋渡
しを実現できる人材の強化を行った。

37

戦略的な知財マネジメント

【前年度の主な評価コメントへの対応】

評価コメント（改善すべき点及び助言）（1）：
国際標準化委員会等での議長等について、今後一層の数の増加と、日本発（産総研発）

の委員会等の設置など、イニシアティブの発揮に一層存在感を増して欲しい。

対応・反映の状況：
例えば、様々な業界が関わっているスマートマニュファクチャリングについて、産総研

が中心となって産業界を束ねて国際標準化活動を推進する等の標準化活動を実施(経産省委
託「スマートマニュファクチャリングに関する国際標準化・普及基盤構築」事業)すること
により、産総研として標準化活動のイニシアティブの発揮をしている。

評価コメント（改善すべき点及び助言）（2）：
会議体が多いように感じられる。会議疲れにならないような工夫が必要であり、会議同

士のコーディネートがうまく行われるか懸念あり。理事が全体統括をしているようだが、
スーパーマン理事の方々による属人的な対応から、組織的な対応が可能となるように梶を
切る必要がある。

対応・反映の状況：
会議体の改善の１つとして、従来２つの会議体であった知財戦略会議とPO全体会議を１

つの会議体への統合を行った。PO全体会議を廃止し、領域のパテントオフィサー等を知財
戦略会議に参加させることで、機動的に知財マネジメントを行えるようにしていく。

38
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戦略的な知財マネジメント

【前年度の主な評価コメントへの対応】

評価コメント（改善すべき点及び助言）（3）：
あらたな市場創出につながるような独自の標準化戦略などについても積極的に取り組ん

でほしい。

対応・反映の状況：
新たな標準化戦略の一つとして、知的財産・標準化推進部が事務局を務める標準化戦略

会議で、研究領域戦略部とともに、標準化すべき案件の標準化の実現可能性を検討するた
めの標準化戦略フィジビリティスタディをトップダウンテーマとして選定した。

評価コメント（改善すべき点及び助言）（4）：
知財関係とそれを使ったベンチャー関係では、予算もあり、無制限に特許に出すことは

難しいだろうが、効果的に知財予算を使って、有効な知財戦略をしてもらいたい。

対応・反映の状況：
コストがかかる外国出願等経費について、知財有識者によって、コスト面も含めた出願

等要否を検討するなど、効率的な予算執行に取り組んでいる。

39

地域イノベーションの推進

【前年度の主な評価コメントへの対応】

評価コメント（改善すべき点及び助言）（1）：
地域的な偏り（それぞれ理由はあるのだろうが）がやや気になる。

対応・反映の状況：
産総研イノベーションコーディネータを、昨年度の40道府県86名から42道府県110名に拡
充した。そのうち11名は、全国・関東・関西の各広域圏での「橋渡し」に取り組むこと
で、地域的な偏りを緩和し、産総研が全国の地域企業と連携を行うための素地を整えた。
また、包括連携協定の下で、既に密接に連携を行っている地域においても、産総研イノ
ベーションコーディネータの拡充やマッチング事業に取り組み、一層の連携強化を図っ
た。さらに、テクノブリッジクラブ参加企業の獲得に向けて、各地域センターでのマー
ケティング事業の実施や、地域企業との面談を重ねるなどの取組みを行った結果、昨年
度の219社から308社に増加した。

評価コメント（改善すべき点及び助言）（2）：
中小企業の有する技術シーズについても更にうまく引き出していくことを期待。

対応・反映の状況：
中小・中堅企業と産総研とのコーディネートを専門に行う「中小企業連携コーディネー
タ」を10名配置し、国及び自治体等の公的外部資金（サポイン事業等）の獲得に向けた
提案支援を実施。また、産総研研究者と中小・中堅企業との連携（共同研究、技術コン
サルティング等）をコーディネートしている。

40
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研究施設の効果的な整備と効率的な運営

【前年度の主な評価コメントへの対応】

評価コメント（改善すべき点及び助言）（1）：
中小企業にさらに使い勝手が良いように、更に工夫（コスト低下など）されることを期待。

対応・反映の状況：
スーパークリーンルーム（SCR）にインテグレータを新たに配置し、中小企業など
ユーザーの多様なニーズに対応できるような体制を構築した。
（インテグレータは、目的のデバイスを製造するための工程フローを構築する担当であり、
要求仕様から導かれるデバイス構造と、フローを組み立てている多様な個々の工程の高度
な知識を持つ専門家のこと）

41
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国立研究開発法人 産業技術総合研究所
理事・企画本部⾧

岡田 武

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
平成29年度 研究関連業務評価委員会

評価資料（説明資料）

２．組織運営・研究企画事項

平成30年2月26日

1

2

目次

1. 「橋渡し」機能強化を念頭に置いた領域の評価基準の導入

2. 理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

3. 国際的に卓越した能力を有する人材を確保・育成するための体制

4. 研究者が研究開発等の実施に注力するための体制

5. 国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化

6. 広報業務の強化
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3

１．「橋渡し」機能強化を念頭に置いた
領域の評価基準の導入

＜年度計画＞
• 「橋渡し」研究では事業化に向けた企業のコミットメント獲得が重要であるこ

とから、平成29年度も引き続き「橋渡し」研究を担う領域への研究予算は民間
資金獲得実績を最重視して行う。

• 各領域の評価に際しては、数値目標を掲げた民間資金獲得額、論文発表数、論
文の合計被引用数、実施契約等件数、イノベーション人材育成人数の達成状況
に加え、具体的な研究成果や知的基盤の整備状況等、上述の評価軸、評価指標
及びモニタリング指標に基づいて行う。評価結果については平成30年度の研究
予算の予算配分に反映させる。

4

＜アウトライン＞

• 橋渡しの機能強化

• 領域の評価基準の導入

１．「橋渡し」機能強化を念頭に置いた
領域の評価基準の導入
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民間資金獲得額や領域評価等の実績を重視した予算配分により研究
活動の更なる活性化・橋渡し機能の強化

目的

平成29年度の民間資金獲得額は、獲得金額ベースで80億円（平成30
年1月時点）と、前年同期と比べて13億円増

効果

実績

5

「橋渡し」機能強化 ①

研究予算に占める実績評価配分の割合
第３期（26年度）が約２割に対し、
第４期（29年度）では約４割に増加

第４期

研究者数に応じた
基礎配分を重視

第３期

民間資金獲得額等に応じた
実績評価配分を重視

「橋渡し」機能強化を念頭に置いた領域の評価基準の導入

領域別では情報・人間が目標達成済、材料・化学、地質調査、計量標準が目標達成見込み

6

目標 1月時点 達成率

全体 10,130 8,005 79%

エネ・環境 3,560 2,229 63%

生命工学 1,270 621 49%

情報・人間 1,210 1,623 134%

材料・化学 1,660 1,501 90%

エレ・製造 1,580 1,124 71%

地質調査 250 224 90%

計量標準 600 592 99%

その他 0 91

平成29年度民間資金獲得額(単位：百万円) 民間資金獲得額の推移

H28FY実績 H29FY目標 1月時点 達成率

被引用数 44,750 45,750 49,962 109%

論文発表数 2,120 2,130 1,638 77%

特許実施
契約件数

880 880 1027   117%

人材育成 130 154 290 188%
ベンチャー 660 849 129%

その他の平成29年度評価指標達成状況

効果

「橋渡し」機能強化 ②

「橋渡し」機能強化を念頭に置いた領域の評価基準の導入
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各領域の評価は、数値目標を掲げた論文発表数、論文の合計被引用数を踏まえて実
施。産総研発表論文の量・質の向上を目指し、将来の「橋渡し」機能を強化。

7

「橋渡し」機能強化を念頭に置いた領域の評価基準の導入

領域の評価基準の導入

誘導策により、昨年度反転した傾向を維持。平成29年度の産総研の筆頭論文数が前
年度比で約12%増加。

目的

実績

効果

領域の研究活動の更なる活性化

各領域の研究戦略部長を中心にしたタスクフォースを結成

◆現状および目標・KPIの確認

◆各領域の特色ある取り組みを他領域へ横展開(論文データの見える化、研究予算配賦、大学と連携強化)

◆組織レベルでの対応策を検討（ユニット長・グループ長の役割）

◆個人レベルでの対応策を検討（個人評価制度、キャリアパス、モチベーション向上）

論文執筆および国際共著論文へのインセンティブ付与

２００４年をピークにして、産総研発表論文の数は減少傾向

２．理事長のマネジメントの裁量の
確保・尊重

＜年度計画＞
• 各界の有識者である外部委員で構成される経営戦略会議を開催し、会議で出され

た研究所の進むべき方向についての提言を、理事長による組織運営マネジメント
に反映する。

• 理事長戦略予算の位置づけを明確化し、当該予算で実施する課題については、各
領域からの提案及び理事長等からのトップダウンの提案の中から選定する。

8
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２．理事長のマネジメントの裁量の
確保・尊重

9

＜アウトライン＞

• 経営戦略会議

• 理事長戦略予算

• 若手技術シーズ創出力の強化に向けた方策

• 海外共著論文奨励費の配分

• 理研と産総研との連携活動

10

研究活動および運営全般に関する重要事項を審議し、委員である各界トップリー
ダーからの俯瞰的・多角的な提言を理事長に助言する場として毎年開催している。

目的

実績

OIL室の設置とTIAでＦＳ研究「かけはし」を強化

効果

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

• 第1回（平成29年8月31日）
議題は、「前年度の審議の取りまとめ」及び「最近の取組状況（OIL、冠ラボ、
国際連携、ベンチャー等）」について

• 第2回（平成29年12月11日）
議題「地域イノベーションへの取組状況」について審議を行うとともに、委員に
地方創生の現状を見ていただくため、初の地域センター（産総研・関西セン
ター）で開催し、産総研・関西センターでの研究活動の視察も併せて行った。

産学官連携については、新たに制度設計するのも良いが、 OIL やTIA
など既にあるものをどう発展させていくかが重要であり、現行制度の検
証・分析が必要

経営戦略会議 ①

委員からの提言
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経営戦略会議 ②

11

実績

採択課題の研究 テーマ（３５件）の連携活動情報を企業等へ紹介することによっ
て、外部資金獲得 （４件）

効果

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

↓平成２９年度 主な戦略予算選定課題(領域融合によるもの)

12

領域融合 課題名 査定額

情報・人間／エレ・製造／材料・化学
超多様化社会に対応する革新的IoTデバイスとAIクラウ
ドを組み合わせたサービス技術の開発

10,500万円

材料・化学／エレ・製造
ポストCNT材料開発に向けた高機能二次元材料の創出と
応用研究開発

5,000万円

情報・人間／材料・化学／計量・標準 移動者パフォーマンスの評価パッケージの開発 4,500万円

生命工学（国際融合） 日印融合を基幹としたバイオ研究の戦略的アジア展開 3,000万円

領域 課題名 査定額

地質調査 新たな高分解能曳航型探査パッケージAISTsの開発 11,500万円

エネ環境 領域を超越したエンジンシステム研究拠点整備 11,000万円

エネ環境 TIA拠点を活用したパワーエレクトロニクス技術の橋渡し研究 11,000万円

エレ製造 極限微細構造による未踏ハードウエア創出 11,000万円

生命工学 細胞内シグナル伝達の網羅的解析システム 8,000万円

計量標準 インフラヘルスイノベーション 8,000万円

↓平成２９年度 主な戦略予算選定課題(理事長からのトップダウンの採択)

領域融合の促進、企業との大型連携などの課題に対応するため、理事長の裁量の下、
計28件の戦略課題へ重点的に予算（15.2億円）を領域・地域センターへ配分した。

目的

理事長戦略予算①

実績
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13

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

z 研究課題
日印融合を基幹としたバイオ研究の戦略的アジア
展開

z 担当領域：（生命工学領域）
z 研究概要

インド科学技術省バイオテクノロジー庁（DBT）
と共同で国際連携研究ラボ事業を拡充。産業展開
を視野に入れた健康・医療分野の研究開発と研究
人材の育成を推進。

インド工科大学デリー校
ウエットと創薬ITの融合

DBT地域研究所
イメージング等技術交流

マニパル大学
インド特有の疾患症例

シッキム大学
微生物・植物資源

インド工科大ゴハティ校
微生物資源・デバイス

スリジャワルナダ大学
植物資源、遺伝病症例

産総研
イメージング

スクリーニング
人材育成

DBTとの包括研究協力覚書の更新ならびに共同研究契約を締結

DBTから産総研に1億円相当の資金提供（平成29年度）

産総研-DBT共同研究拠点

日印共同声明
「戦略的グローバル・

パートナーシップの強化」
（2014/1/25）

z 研究課題
移動者パフォーマンスの評価パッケージの開発

z 担当領域
（情報・人間工学領域）
（材料・化学領域）
（計量標準総合センター）

z 研究概要
自動運転中のドライバーの状態の評価基準となる
ドライバー100名の認知・生理・行動データを収
集。次年度の資金提供型共同研究 6件(約6,200
万円）に活用してゆく。

認知・行動・生理データ
の収集

呼気による新評価指標

主な戦略予算選定課題実績

大型の共同研究につながった 国際間の共同研究契約につながった効果効果

理事長戦略予算②

14

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

戦略予算を配分した２件の研究予算が
企業との大型連携（冠ラボ設立）につながり、橋渡しが促進された

効果

実績
理事長戦略予算③

戦略予算（材料・化学／エレ・製造）

矢崎総業-産総研
次世代つなぐ技術連携研究ラボ

H29.10.26設立

新規ナノ材料を活用した次世代高性能・高信頼性接続技術の確立

ラボ長 清水 哲夫（AIST）／副ラボ長 白須 賢治（矢崎総業）

H29.10.26設立

研究内容

早期の予算化により受入れ準備・体制が整ったことに加え、
産総研の領域融合によるナノ材料合成・評価技術のポテン
シャルの高さが冠ラボに結びつく要因になった。

戦略予算（エレ・製造領域）

TEL-産総研 先

先端材料・プロセス開発連携研究室

研究内容

H29.5.1設立

超高集積化と低消費電力化を実現するための次世代半導体
デバイスに必要な新材料・新プロセス技術の開発を行い、
その量産化技術を実現することを目指す

戦略予算で整備する「10nm加工プラットフォーム」の
構想が、冠ラボ設立に繋がる要因となった。300mm
ウェーハ上の10nm加工が可能な公的研究機関は世界的
にもほとんど例がなく、今後TIA-SCRとも連携したプ
ラットフォームが完成すれば、産総研の強力な技術
シーズの一つとなり、TIA-SCRの付加価値も高まる。
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• 今までは産総研内の基礎研究に予算を付ける事は無かったが、本制度により既
存技術の応用テーマに加え、全く新しいテーマに挑戦できるため、研究の自由
度を高め、若手研究者の活性化及び若手技術シーズ創出力を強化できる

• 基礎研究に重点を置いたキャリアパスを作ることで産総研に優秀な人材を集め
る効果も併せて期待できる

１０年後も産総研の技術シーズが我が国のイノベーションを牽引するということを
現実のものとするため、チャレンジ精神旺盛な若手（40歳以下の産総研常勤研究職
員）に対して大胆な支援を行う所内プログラムを平成29年度より新たに実施。

若手技術シーズ創出力の強化に向けた方策（AIST Edge Runners）

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

15

理事長の裁量の下、以下の5件の研究課題に重点的に予算（合計 5,000万円）を配分

1. 王 秀鳳（生命工学領域 健康工学研究部門 39歳）【査定額 900万円】

「無機メソポーラス物質を用いた革新的ながんの複合免疫療法薬への挑戦」

2. 小林 匠（情報・人間工学領域 知能システム研究部門 37歳）【査定額 1,000万円】

「畳み込みニューラルネットワークのシンソウ学習」

3. 篠崎健二（材料・化学領域 無機機能材料研究部門 31歳）【査定額 900万円】

「割れないガラスを目指したガラスのゆらぎ制御」

4. 全 伸幸 （エレ・製造領域 ナノエレクトロニクス研究部門 39歳）【査定額 1,200万円】

「完全秘匿な情報ネットワークを実現する超伝導単一光子検出器の開発」

5. 金子雅紀 （地質調査総合センター 地圏資源環境研究部門 35歳）【査定額 1,000万円】

「メタン生成補酵素を用いた革新的バイオガス生産システムの創製」

目的

効果

実績

海外共著論文奨励費の配分

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

領域 追加配分額（万円）
エネルギー・環境領域 5,175

生命工学領域 3,425

情報・人間工学領域 1,025

材料・化学領域 5,825

エレクトロニクス・製造領域 2,800

地質調査総合センター 2,300

計量標準総合センター 2,250

合計 22,800

16

高い研究ポテンシャルをもつ海外機関との連携を促進し、イノベーション加速を
実現するため、各領域における海外機関との共著論文数に応じて予算を追加配分
する仕組みを平成29年度より新たに実施。

目的

【領域への追加配分額】

海外機関との共同研究数、特許獲得数等増加につながる事に加え、目的基礎研究
の強化と充実により、革新的な技術シーズを継続的に創出する組織風土を醸成

効果

理事長裁量の下、 全領域で456件の海外共著論文（平成28年度分）に対
し、1件あたり50万円として合計 2.28億円を配分

実績
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17

2016.12.1 研究課題の募集・審査（応募件数26件）

• チームビルディングや課題内容のブラッシュアップ

両理事長によるステージゲート審査会（共同研究の更なる促進）

• FS研究課題（10件採択）：各機関200万円／年

研究スタート

新規研究課題の募集・審査（応募件数15件）

• FS研究課題（7件採択）： 各機関 200万円／年

理研-産総研「チャレンジ研究」

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

2017.1.1

• 本格研究課題（2件採択）： 各機関 2,000万円／年

• 准本格研究課題（6件採択）： 各機関 500万円／年

• 継続FS研究課題（2件採択）： 各機関 200万円／年

2017.7.18

2017.12.1

2050年の社会課題解決を目指すというコンセプトのもと、若手・中堅研究者が中心となり、
両機関が連携して初めて実現できる世界初／世界一の技術開発を実現する。

目的

SDGs（Sustainable Development Goals）の貢献への期待。グローバルリーダーとなる
両機関の若手人材の育成や交流を通し、科学・産業技術イノベーションを強力に推進

効果

実績

理研と産総研との連携活動 ①

18

理事長のマネジメントの裁量の確保・尊重

理研と産総研は、平成２８年８月３０日に締結した連携・協力に関する基本協定を
基に、各連携を推進してきた。本シンポジウムでは、両機関の連携を産学官の多く
の方に知っていただくことを目的とした。

目的

長期に渡って対応する社会課題に取り組む土壌を育成した効果

実績

理研と産総研との連携活動 ②
理研・産総研 合同シンポジウム

シンポジウム・プログラム
(1)挨拶
(2)理研・産総研の連携－全体像について－
(3)理研・産総研チャレンジ研究の取り組み
(4)量子技術分野
(5)人工知能分野
(6)パネルディスカッション（今後の新たな展開）
(7)閉会の挨拶
(8)懇親会

理研 松本理事長 中鉢理事長

参加人数：２００名以上
内訳：民間企業（登録７０社以
上）、省庁、研究機関等

パネルディスカッションの様子

「未知な状況における意思決定」と「自立型AI間の協調」の研究テーマで３者連携

人工知能分野：NEC・産総研・理研とAIの連携を開始 基礎研究から実用化まで
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３．国際的に卓越した能力を有する
人材を確保・育成するための体制

＜年度計画＞
国際的な人材確保・育成を行う拠点として、人工知能技術の研究・開発のための、様々

な用途の学習用模擬環境の整備および、そこから得られるデータを集め高速学習を可能と
するAI用クラウドサーバー構築といった研究環境を整備する。

19

20

＜アウトライン＞

• 人工知能に関するグローバル研究拠点

9 柏ハブ拠点の紹介

9 臨海ハブ拠点の紹介

• 高額の年俸制職員として採用できる制度の新設

• 卓越研究者の招へい

３．国際的に卓越した能力を有する
人材を確保・育成するための体制
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人工知能に関するグローバル研究拠点（柏ハブ拠点）

柏ハブ拠点

研究棟

21

国際的に卓越した能力を有する人材を確保・育成するための体制

サーバ棟

AI×ものづくり

IoTセンサ・デバイス開発

フレキシブル、プリンテッド、MEMS（Micro 
Electro Mechanical Systems）技術を中心と
した人間装着および環境センシングをインテ
リジェントに実施するデバイス開発を目指す

人間・環境計測及びサービス開発

試作センサデバイスを「使える」デバ
イスに仕上げ、AIを活用した業務効率
化や行動変容を起こすデータの活用
サービスを開発

人間行動計測室 VRサービス環境
シミュレータ

新しいセンサデバイスによる新しいサービスビジネスを創出

H29.10 着工、H30.11 竣工予定

• 強みのナノ加工技術を活かしたIoTデバイスの開発

• IoTデバイスの特性からユーザビリティまで評価す
る基盤構築

• センシング技術＋AIを活かすサービス開発

設立の目的

実績

効果

AI

プリンテッド,
フレキシブルセンサ

MEMS,
電子テキスタイル等

人と親和性が高いIoTデバイスの開発

22

22

国際的に卓越した能力を有する人材を確保・育成するための体制

人工知能に関するグローバル研究拠点（柏ハブ拠点）

柏ハブ拠点に設置するAI用クラウドサーバ（ABCI: AI Bridging Cloud
Infrastructure)によるオープンイノベーション・エコシステムを実現する

目的

ABCI
(H30.4月に稼働予定)

・コンテストによる人材発掘
・様々なサービスの提供

産総研

ABCI及びAIの知
見、オープンイノ
ベーションの場の
提供

企業

クラウドソーシング

大学

AI用の超高速計算基盤

2017年6月のスパコンランキングTOP500リスト
で、国内1位、世界3位に相当する能力

・AI応用に関する相談
・産総研との共同研究

ABCIの研究利用

AI用クラウドサーバーは、産総研内だけでなく外部者の利用も予定しており、日本の学
術研究機関や企業が必要とする機械学習をアウトソーシングする場として、AIの研究開発
に必要な計算資源・データ・人材の集積が見込まれる。

効果

計算資源 x データ x 人材

実績
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• 匠の技の「量産」研究

• 連携する自律作業ロボット

• 人と機械の融合のための知能とロボット

人工知能に関するグローバル研究拠点（臨海ハブ拠点）

臨海ハブ拠点

23

国際的に卓越した能力を有する人材を確保・育成するための体制

AI×ロボット

工場ロボティクス

工場の生産ラインを模擬し、AI技術
を用いて一連の行程を様々なロボッ
トを連携させて、モノと情報の流通
の先進モデルを実証

バイオ研究ロボティクス

AIロボットバイオサイエンティスト開
発により創薬研究生産性の向上を実証

設立の目的

実績

研究棟

既存棟

H29.10 着工、H30.11 竣工予定

加工（曲げ、切削等）
マニピュレーション

（組立、ピッキング、流通）

「つながる工場」の検証を可能とする「我が国共有のテストベッド」

人型汎用ロボットによる正確な「匠」作業の繰り返し

創薬等の研究開発費を1/10
に削減する事が期待できる

効果

AI

AI

24

高額の年俸制職員として採用できる制度の新設

国際的に卓越した能力を有する人材を確保・育成するための体制

従来制度では職員に高額な年俸制を与える事ができなかった。本制度によ
り、人材獲得の競争が激化している情報系分野において、国際的に卓越し
た能力を有する研究人材の確保に貢献できる。

効果

「招へい型フェロー制度」による採用制度の柔軟化を図るため、国際的に卓
越した能力を有する研究人材を領域長の一定の裁量の下、競争力のある年
俸を提示して、高額の年俸制職員として採用できる制度を新たに設立し
た。

今年度1名の採用実績

z 情報系分野において世界を牽引

z 産総研在籍時にも、数多くの実績

z 多数の優秀な人材の育成に貢献

目的

実績

- 140 -



卓越研究者の招へい

Prof. King Prof. Ananiadou

人工知能分野の世界的に卓越した研究者の招へいを目的に、英
国マンチェスター大学と共同研究契約を締結した。人工知能分
野で著名なProf. Ross KingおよびProf. Sophia Ananiadouを産
総研に招へいし、国際的な研究チームを産総研内に整備した。
マンチェスター大学の両教授による、研究マネジメントおよび
研究手法を、産総研の研究者が習得中。

Prof. Roberts

Prof. Ross King and Prof. Sophia Ananiadou
（英国マンチェスター大学）

Prof. Andrew P. Roberts
（オーストラリア国立大学）

地質分野で著名なProf. Andrew P. Robertsをオーストラリア
国立大学より産総研に招へい予定。Prof. Andrew P. Roberts
による、人工知能を用いた磁気シグナル解析技術を習得予定。

25

国際的に卓越した能力を有する人材を確保・育成するための体制

世界的に卓越した研究者を招へいし、その研究者を中心とした世界最先端の研究
チームを編成する。その研究成果を我が国企業に「橋渡し」していくことで、我
が国企業の国際競争力強化に貢献する。

目的

実績

卓越研究者との共同研究では、産総研の研究チームが卓越した人材による研究マネ
ジメント及び研究手法を間近で学ぶことにより、産総研の研究開発のブレイクス
ルーを誘発し、これまでにない大きな発展が期待される。

効果

「国際的に卓越した能力を有する」と認められる者の
選考制度を新設し、卓越研究者の給与制度の改訂を実施

26

４．研究者が研究開発等の実施
に注力するための体制

＜年度計画＞
• 競争的資金について、研究者が理解しやすい公募情報の提供を行うと共に、応募数
増加や採択率向上に向けた取り組みを行う。

• 施設・設備の維持管理については、中長期的なスペース利活用方針に基づいて策定
した年度計画に沿って、老朽化対策や研究スペースの集約による効率化等を図る。

• 平成28年度に実施した研究現場での研究支援職の職務内容や待遇等に関する
ニーズ調査の結果を踏まえ、研究者の通常業務を効率的に支援できる人材像を
明確化し、研究支援人材の確保に向けた新たな制度を設計する。

• 「特定国立研究開発法人による研究開発等を促進するための基本的な方針」に
基づき、研究開発に直接関係する物品・役務の調達に限り、研究開発成果の早
期発現及び向上が期待でき、かつ、競争性及び透明性が確保された、新たな随
意契約方式を導入する。
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27

＜アウトライン＞

• 新たな随意契約方式の導入

• 研究者が研究開発等の実施に注力するための体制づくり

４．研究者が研究開発等の実施
に注力するための体制

調達請求から契約締結までの大幅な期間短縮による研究開発の促進

研究者の調達請求に係る手間の軽減

新たな随意契約方式の導入

28

調達請求 業者との契約締結 納品 研究

調達請求 業者との契約締結 納品 研究

約40日

約20日 約20日の期間短縮
研究開発成果の

早期発現及び向上に寄与

一般競争入札

公開見積競争

手間の軽減

事前調査書作成

本制度によって年間約1000時間の削減効果が見込める（1時間/件×1000件/年）

一般競争入札 公開見積競争

研究者が研究開発等の実施に注力するための体制

目的

実績

これまでの
契約流れ

変更点

効果

特定国立研究開発法人３機関の中で、産総研が率先して制度設計を進め、いち早
く導入した。研究開発に直接関係する物品・役務の調達のうち、500万円以下のも
のが対象(平成29年10月から運用開始。平成29年12月末時点の契約実績：557件)
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研究支援人材の流出防止を通じた研究現場の運営の安定化

熟練したテクニカルスタッフの研究支援人材の流出防止
現状の定着率８０％のアップを期待

29

研究者が研究開発等の実施に注力するための体制づくり

研究支援人材「テクニカルスタッフ」
雇用制度の見直しと運用の開始

研究者が研究開発等の実施に注力するための体制

目的

実績

効果

契約の更新のとき、研究支援業務の見直しや、俸給単価変更が可

制度改善前

契約の更新は、業務内容の変更や、俸給単価の変更が不可

制度改善後

H29年度は、106件のテクニカルスタッフの処遇の見直し

30

５．国内外機関との産学官連携・協力
の体制や企画力の強化と

組織の見直し
＜年度計画＞
• パートナー企業のニーズに、より特化した研究開発の実施を目指し、企業との大型共
同研究等を行うための組織「連携研究室(冠ラボ)」の設置を進める。

• 革新的基礎研究力を有する大学等から生まれた優れた技術シーズや優秀な研究人
材を活用し、産総研における「橋渡し」機能の強化を加速させるため、大学等外部機
関の構内に連携研究を行うための「オープンイノベーションラボラトリ」を積極的に整
備する。

• 更なる業務の適正化及び効率化を目指し、継続的に組織・制度の見直しを実施
する。研究推進組織は産業界の動向や民間企業、社会ニーズへ対応するため、
柔軟な見直しを実施する。

• 産総研全体として「橋渡し」機能の強化を図る体制を維持する観点から本部組
織等について、必要に応じて柔軟に見直す。
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31

＜アウトライン＞

• 冠ラボの紹介

• 冠ラボの設立事例

• OIL（Open Innovation Laboratory）の紹介

• 企画本部OIL室の設置

• 情報・人間工学領域・TIA推進センターの組織改革

５．国内外機関との産学官連携・協力
の体制や企画力の強化と

組織の見直し

冠ラボの紹介 ①

32

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化

「橋渡し」研究後期におけるパートナー企業のニーズに、より特化した研究
開発を実施するため、新たな研究組織として、パートナー企業名を冠した
「連携研究室」又は「連携研究ラボ」（通称”冠ラボ“） を設置した。

目的

“冠ラボ”
H28年度以降設置した "冠ラボ"

・NEC-産総研 人工知能連携研究室

・日本ゼオン-産総研 カーボンナノチューブ実用化連携研究ラボ

・住友電工‐産総研 サイバーセキュリティ連携研究室

・豊田自動織機-産総研 アドバンスト・ロジスティクス連携研究室

・パナソニック-産総研 先進型AI 連携研究ラボ

・日本特殊陶業-産総研 ヘルスケア・マテリアル連携研究ラボ

・ＴＥＬ-産総研 先端材料・プロセス開発連携研究室

・矢崎総業-産総研 次世代つなぐ技術連携研究ラボ

実施内容
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33

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化

• 冠ラボ契約の紹介資料の準備（検討中）
• 冠ラボ契約における知財管理、ルールの整理（検討中）
• 冠ラボにおける運営上の課題に関する継続的な調査と検討（一部済）
• 企業との大型連携促進のための所内体制整備（検討中）

冠ラボの設置により、パートナー企業のニーズにより特化した研究開発の実施と同
ニーズに基づく加速的・集中的研究開発の実現が可能となる。また、企業から特定集
中研究専門員として40名の研究人材の受入れを実施するなど、優秀な研究人材の活用
促進により、産総研における「橋渡し」機能強化の加速が期待される。

8月1日 イノベーション推進本部に

大型連携推進室を設置

8月～ 個別の冠ラボの現状の把握

1月15日 冠ラボ交流会の開催

年度末 各冠ラボの報告会への参加

実績

課題

効果

冠ラボの紹介 ②

冠ラボ交流会（平成30年1月15日開催）

冠ラボのパートナー企業から出向者を含め21名、産
総研・幹部をはじめ58名の出席

⇒冠ラボ相互の交流及び所内幹部等との交流を促進

（平成29年度）

「冠ラボ」設立事例 ①

住友電工-産総研
サイバーセキュリティ連携研究室

ネットワークに接続される電子製品群を対象としたサイバー攻撃への対策技術

H28.6.1設立

室長
森 彰(AIST)

副室長
畑 洋一

(住友電工)

研究内容

NEC-産総研
人工知能連携研究室

1.シミュレーションと機械学習技術の融合
2.シミュレーションと自動推論技術の融合
3.自律型人工知能間の挙動を調整

H28.6.1設立

研究内容

室長
鷲尾 隆(阪大)
副室長
鶴岡 慶雅(東大)
森永 聡(NEC)
野田 五十樹(AIST)

日本ゼオン-産総研
カーボンナノチューブ実用化連携研究ラボ

ラボ長
上島 貢(日本ゼオン)
副ラボ長
畠 賢治(AIST)
野田 優(日本ゼオン)

スーパーグロース法をベースとした高効率合成法、並びに次世代合成
法によるカーボンナノチューブの量産化に係る研究開発

研究内容

H28.7.1設立

豊田自動織機-産総研

アドバンスト・ロジスティクス連携研究室

室長
西牟田 武史(豊田自動織機)

副室長
神徳 徹雄(AIST)

研究内容

1. 次世代物流ソリューション
事業のための研究

2. 車両や機器の自律作業実現
のための研究

3. サービス提案のための研究

H28.10.1設立

34

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化
次世代合成法開発の
新たな大型共同研究
で民間資金獲得！
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パナソニック-産総研
先進型AI連携研究ラボ

ラボ長

小澤 順(パナソニック(産総研出向))

研究内容

1.健康・介護分野、流通・接客分野
において、先進の対話技術やロボット
技術による業務支援に関する研究開発

2.AI技術を応用する上で、アルゴリズムの高度化やデータ規模の増大に
より、膨大な計算能力が必要となる課題の解決に向けた
計算機環境に関する研究開発

H29.2.1設立

日本特殊陶業-産総研
ヘルスケア・マテリアル連携研究ラボ

ラボ長

加藤 且也 (AIST)

研究内容

H29.4.1設立

医療／ヘルスケア製品に向け
た材料を中心とする研究およ
び開発

TEL-産総研
先端材料・プロセス開発連携研究室

室長 前原 大樹（TEL）研究内容

H29.5.1設立

超高集積化と低消費電力化を実現するための次世代半導体デ
バイスに必要な新材料・新プロセス技術の開発を行い、その
量産化技術を実現することを目指す

矢崎総業-産総研
次世代つなぐ技術連携研究ラボ

H29.10.26設立

新規ナノ材料を活用した次世代高性能・高信頼性接続技術の確立を目指す

ラボ長 清水 哲夫（AIST）
副ラボ長 白須 賢治（矢崎総業）

H29.10.26設立

研究内容

35

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化
「冠ラボ」設立事例 ② 29年度に計3億円

の民間資金獲得！

OIL（Open Innovation Laboratory）の紹介

36

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化

大学等の基礎研究と、産総研の応用技術開発等を融合し、産業界へ技術の
「橋渡し」を行うために大学構内等に拠点を設置

基礎研究、応用研究、開発・実証をシームレス
に実施でき、大学による学術研究の深掘りと産
総研による企業への橋渡し効果が期待できる

目的

実績

効果

平成29年度に産総研・京大 エネルギー化学材料OIL（ChEM-OIL）を新たに設置

成果状況 H28FY H29FY

共同研究数 0 8

特許出願 0 1

論文数 11 47

（H30.1.22時点）
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産総研・京大 エネルギー化学材料OIL（ChEM-OIL）の新設

37

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化

大学における新概念に基づく革新的エネルギー材料の設計、及び産総研の材料合成
から応用に至るシームレスな研究を実施し、実用化を目指す。

新概念に基づく革新的材料をエネルギー化学デバイス等へ展開することで、
2050年の低炭素化未来社会の実現に貢献する事が期待できる

目的

実績

効果

京都大学の先端材料研究 産総研の橋渡し技術

・デバイス化のベースとなる
材料合成技術

・デバイス化に不可欠な
伝導性、光・電気化学活性等の
機能化および複合化技術

・多様な機能性複合材料を
エネルギー変換・貯蔵デバイ
ス化する技術

新材料創出

・MOF/PCP
・溶融塩・固体電解質材料
・元素間融合触媒

放射光等による解析技術

先端計測技術を活用した
材料開発・設計への
フィードバック

ChEM-OIL

38

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化

OIL（Open Innovation Laboratory）の全拠点概要
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○ 知財管理ルールの確立

○ OIL参加メンバーシップの整理

● クロスアポイントメント導入の促進

○ RAの積極的利用等による体制整備

○ 企業連携の良い事例の横展開の促進

○ 企業連携促進のための体制整備

● 個別OILにおける研究体制の改善

● 事業の進捗に係るPDCAサイクル

構築（KPIの設定など）

○ OIL間の事務連絡会の開催 など。

企画本部OIL室

39

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化

産総研の「橋渡し」機能の強化を加速させることを目的とし大学等外部機関の構内で

連携研究を行うために設置したOILについて、各OILを担当する領域と協力し、OIL全

体の研究活動、成果等の進捗管理（PDCA）、各OIL間の横串を通す制度調整を行う。

＜平成29年度より開始＞
8月1日 企画本部にOIL室を新設
8月～ 個別OILの現状の把握
不定期 各OIL運営連絡会への参加
不定期 各OIL成果発表会への参加
不定期 OIL視察対応
定期 OIL間の事務連絡会
未定 OIL参加産総研研究員との

意見交換
年度末 合同シンポジウムの開催

目的

実績 課題

○:検討済み、一部検討済み
●:検討中

人工知能研究分野およびTIAにおける研究戦略などの企画立案機能および
総合調整機能を強化

人工知能研究分野とTIA推進における戦略策定機能が補強されることで新たな研
究拠点整備事業をより強力に推進し、産総研における「橋渡し」機能強化の加速
が期待される

情報・人間工学領域・TIA推進センターの組織改編

情報・人間工学領域に人工知能研究戦略部、TIA推進センターに戦略
ユニットを29年度内に設置予定

40

国内外機関との産学官連携・協力の体制や企画力の強化

目的

実績

効果
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• ・プレス発表、取材対応などを通して、報道機関へ研究成果や組織経営に関する
• 情報を提供することにより、産総研の成果、活動の記事化およびTV報道へつな
• げる。また、産総研と企業との連携事例の紹介、記者との懇談会の開催、理事
• 長からのトップメッセージの発信に引き続き取り組む。
• ・常設展示施設「サイエンス・スクエア つくば」では、多様な見学者が研究成
• 果への理解を深めるための工夫の一環として、特別展示や特別見学ツアーを実
• 施する。
• ・実験や科学工作などを通して青少年が科学技術に接する機会となる「実験教
• 室」や「出前講座」を行っていく。地域住民への研究紹介と、子供たちに科学
• の面白さを伝える機会として一般公開を開催するとともに、地域でのイベント
• 出展を行う。
• ・各種出版物による情報発信を引き続き行う。特に、広報誌「産総研LINK」で

は、
• 橋渡しの成功事例や連携を目指す研究成果などを伝える。また、全国の中小企
• 業との連携事例を印刷物として紹介する。
• ・最新の研究成果の動画配信を行うとともにホームページやソーシャルメディア
• ネットワークを使用して、産業界及び一般国民への研究成果などの情報発信を
• 拡大する。

６．広報業務の強化
＜年度計画＞

41

主な広報業務の紹介

広報業務の強化

42

産総研の「橋渡し」を推進するためには、産業界に対して研究成果等の「見える
化」を図ることが重要である。昨今のインターネットやスマートフォンの普及に伴
い、訴求効果の大きい動画等を用いて、研究成果の効果的な情報発信を行うため。

目的

Youtubeのチャンネル総再生回数が33万回増加し、産総研HPアクセス数が前年比10％
増加（97万⇒110万）した。

効果

• 研究者自身が研究成果を、短く、
分かりやすく紹介する動画

• YouTubeの産総研チャンネルで、
新たに公開

講談社ブルーバックスとのコラボレーション

• ブルーバックスの編集部がリポートする研究室探訪記
• タイトルは「さがせ、おもしろ研究！ ブルーバック

ス探検隊が行く」
• 隔週木曜日に産総研・講談社双方のホームページに新

たに掲載

動画「研究者が語る！1分解説」

実績
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43

・広報誌「産総研LINK」でICが活躍した「橋渡
し」の成功事例と連携を目指す新技術について
7件紹介。

・日刊工業新聞の連載記事として、中堅・中小企業
との連携成功事例を25件紹介。

シャーベット状海水氷の開発（産総研LINK 2017年11月号）

広報業務の強化

橋渡し事例の情報発信

他機関との広報活動の連携

・農業・食品産業技術総合研究機構と共同で、
農業や食品加工等に関わる企業に対して、先
端技術シーズを紹介し、連携づくりを図る
「アグリテクノフェアｉｎ北海道」を３月に
主催予定。

実績

地域に関連する成果等を地元で発表する
ことにより、地元メディアでの報道増加
と地域メディアとの良好な関係を構築

広報業務の強化

44

石川県輪島市で実証実験のデモンストレーションと説明会を実施
出席社：北國新聞、共同通信金沢市局、NHK金沢放送局等、9社
報道：北日本新聞4面、北國新聞34面、富山新聞28面等

順位 発表日 領域 タイトル
HPアクセス数

（初動7日間のみ）

1 平成29年10月24日 計量標準
質量の単位「キログラム」の新たな基準となるプランク
定数の決定に貢献

13,613 

2 平成29年9月19日 生命工学 ゾウムシが硬いのは共生細菌によることを解明 4,196 

3 平成29年4月5日 計量標準 光子一つが見える「光子顕微鏡」を世界で初めて開発 3,919 

4 平成29年7月27日 材料・化学
200年にわたる謎に終止符、ガラスの基本単位の構造を
決定

3,216 

5 平成29年6月7日 地質調査 千葉県市原市の地層を地質時代の国際標準として申請 3,006 

※全プレスリリースの初動7日間平均アクセス数 1,003

注目度の高かったプレスリリース（平成29年度発表：平成29年12月25日現在）

過去最高
の反響！

研究成果の会見形式での発表機会を増や
すことで、資料提供のみに比べて新聞記

事への掲載が1.2倍に増加
さらに効果
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国立研究開発法人 産業技術総合研究所
理事・総務本部⾧

白石 重明

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
平成29年度 研究関連業務評価委員会

評価資料（説明資料）

３．総務関連事項

平成30年2月26日

1

（産総研の運営を支える基盤）

円滑かつ健全な組織運営を推進し、
研究成果の最大化に貢献

人事関連業務

財務会計業務
コンプライアンス推進

働き方・業務改革
職場環境整備

2
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○「総務関連業務」の取り組みについて
産総研における総務関連業務については、次の取り組み方針のもと、

業務を遂行し、法人の適正かつ円滑な運営に資するとともに、研究成果
の最大化に貢献する。

取り組み方針 所掌する業務

１．人事関連業務

雇用制度、評価制度、給与制度、人材育成・研修制度等

２．財務会計業務

調達制度、資産管理、旅費、財務諸表等

３．働き方・業務改革

育児・介護、障がい者支援、外国人支援、労務管理、
意識改革、業務改善・効率化等

４．コンプライアンス推進への取り組み

リスク管理、教育・普及啓発、内部監査、研究記録等

５．職場環境整備

安全衛生、施設整備、情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策、個人情報保護等

3

１．人事関連業務

＜主な業務実績＞

● 職員のモチベーション向上のため、高い評価を受けた業務実績を所内イントラネットにおいて公表

● 業績手当査定財源の拡充による高評価者の査定率引き上げ

● 優秀かつ多様な研究人材獲得のための各種取り組み（クロスアポイントメント制度の活用等）

● 各段階における階層別研修及び専門的知識の習得を目的としたプロフェッショナル研修の実施

● 産業界への優秀な研究人材輩出のための若手博士人材及び大学院生を対象としたキャリア支援

● マーケティング人材育成のための海外研究機関への長期派遣型研修の実施

● 優れた研究能力やマーケティング能力等を有する定年後の職員の研究現場等への継続的配置

● ラスパイレス指数、役員報酬、給与規程等の公表による組織運営の透明性確保

4
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「橋渡し」を支える外部人材雇用制度の拡充、柔軟化への対応

クロスアポイントメント制度 リサーチアシスタント制度 特定集中研究員制度

産総研大学等

（名）

大学院 産総研企業等産総研

（名）

・給与加算の創出
・オープンイノベーション
ラボラトリでの受け入れ拡大
・民間企業からの受け入れ

・修士、博士課程両方で
勤務日数の柔軟化

・冠ラボの設置を通じて
受入者数の増加

クロスアポイントメント制度利用者数 リサーチアシスタント制度利用者数 特定集中研究員制度利用者数

制度利用者の増加

１．人事関連業務 《特筆すべき事項 １/４》

105
174

258

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度平成27年度 平成28年度 平成29年度

5 11 14
19

33
41

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

出向 受入

平成27年度 平成28年度 平成29年度

25

68

35

104

40

118

企業数 人数

平成２７年度末
平成２８年度末
平成２９年２月時点

企業数 人数

5

産学官の立場で経験を積み、
連携を実践できる人材を輩出

・ポスドク

（産総研が
雇用）

・大学院生
（技術研修）

企業、大学、公的研究機関などの多様な分野で活躍

・実践的な講義・演習
・企業とのマッチング

・企業研修
・交流会

新たな絆

産総研との共同研究
企業間の連携

同窓会発足

『桜翔クラブ』

修了生397名による
自主組織
10月にイベント開催

産総研イノベーションスクール

日本のオープンイノベーションを推進する人的ネットワーク構築の支援

１．人事関連業務 《特筆すべき事項 ２/４》

6
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●産総研や産総研ロールモデルの紹介（延べ参加者約600名強）
¾ 全国10大学への訪問
¾ 地域センター等共催イベント6回
¾ その他イベント参加・協力13回
¾ 座談会パネリスト出席（東京理科大学・茨城県）
¾ 留学生を対象とした産総研のダイバーシティ戦略や

採用機会のアピール（東京大学;3/9予定）

●女子大学院生向け懇談会の主催（延べ参加者58名）
つくばセンター及び中部センターで開催

産総研に対する
関心の高まり

個別見学の要望5件
情報提供等の要望27件

職員と話せるプログラム
個別相談の機会を設置

職員との懇談

読売新聞（11月28日
朝刊）への掲載
⇒啓発活動を
報道により広く周知

イベントの様子

女性研究職員の採用拡大への取り組みとして、女子学生等を対象とした
イベントを全国で開催し、産総研及び研究者としての魅力を広く紹介

昨年度も同様のイベ
ントを実施、イベント
参加者４名が研究
職公募に応募、2名
が採用となった。

１．人事関連業務 《特筆すべき事項 ３/４》

7

・年齢構成の歪み解消 ・総人件費の削減

・優秀な研究者の
リクルート

・橋渡し人材の育成 ・人材流動化の促進

・研究職員の
キャリアパス多様化

橋渡し機能の強化や現状の課題等を踏まえ、
今後の人事政策についての検討を開始

検討事項は、組織運営全体の基礎として活用

１．人事関連業務 《特筆すべき事項 ４/４》

8
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２．財務会計業務

＜主な業務実績＞

● 契約監視委員会による効果的な点検の実施及び点検による意見・指導等の内容についての迅速
な所内共有

● 競争入札に係る適切な公告期間の確保

● 技術的な専門知識を有する「契約審査役」による仕様書及び選定理由書等の厳格な審査並びに
全国の調達担当者を対象とした研修会の開催

● 部署単位での四半期毎の執行状況の把握及び幹部への報告等による予算の早期執行

● 本部組織に係る予算執行残額の早期把握・回収及び研究部門への再配分による研究活動の推進

● 法人の財務状況を適正に反映したセグメント情報を含む財務諸表等の作成と公表

● リサイクル掲示板及び公式ホームページを活用した資産の有効活用への取り組み

● 研究装置等の適正管理のための全品現物確認（約14.5万件)及び財務諸表への適正な反映
並びに管理が適正でなかった研究装置等の原因究明等フォローアップの実施

9

調達請求 業者との契約締結 納品 研究

調達請求 業者との契約締結 納品 研究

新たな随意契約方式を、他法人に先駆けて導入
ー調達手続きの大幅な期間短縮を実現ー

� 平成29年10月から運用開始（平成29年12月末時点の契約実績：557件）

� 研究開発に直接関係する物品・役務の調達のうち、500万円以下のものが対象

� 調達請求から契約締結までの大幅な期間短縮による研究開発の促進

� 研究者の調達請求に係る手間の軽減

約40日

約20日 約20日の期間短縮
研究開発成果の

早期発現及び向上に寄与

手間の軽減

事前調査票作成

年間
約1000時間削減

（1時間/件×1000件/年）

［導入前］ 一般競争入札

［導入後］公開見積競争

２．財務会計業務 《特筆すべき事項 １/３》

10
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特定品目
（単価契約カタログ）

電子購買システム

新たなインターネット調達システムの導入を決定
ー調達ルールに則した電子購買システムの活用ー

研究者

■ 導入予定時期：平成31年4月

特定品目以外
（価格競争機能）

【多種多様なサプライヤー】
・事務用品（オフィスサプライ）
・オフィス家具（机・イス）
・OAアクセサリ・周辺機器
・書籍（洋書、専門書）
・試薬
・安全保護具（安全靴、ヘルメット）
・工具（ドライバー）
・理化学用品（ビーカー、フラスコ）
・クリーンルーム用品
・電子部品（トランジスタ・コンデンサ）
・光学部品（レンズ、ミラー）
・測定機器（テスタ）・・・・など

� 調達ルールに則した価格競争機能を有する電子購買システムを利用することにより、

競争性を確保した短時間での最安値品の選定・発注が可能に

� 多種多様な品目を扱う多数のサプライヤーとの連携により、対象品目が大幅に
拡張・充実する見込み
（対象品目を現行の6品目から12品目以上に拡充し、一回あたりの発注金額の上限を現行の10万円から100万円に増額）

２．財務会計業務 《特筆すべき事項 ２/３》

11

� 経理部、産学官・国際連携推進部、各研究業務推進部（室）の個別管理情報を一元管理

� 各部の相互チェックによる管理体制の強化（経理部が全体統括）

［背景］会計検査院が経済産業省に改善処置要求を通達したことを受けて、国等からの
委託費で取得した資産全件について、不適切な管理状態（未手続き等）を早期是正

平成29年11月22日時点の是正状況は次のとおり。なお、年度内で全件の手続きを完了予定
・所定の手続を経ないで使用中のもの：857件→154件（▲703件）
・使用見込がないまま保管中のもの ：273件→157件（▲116件）

経理部
［全体統括］

リマインド リマインド

情報更新
進捗確認

情報更新
進捗確認

情報更新
進捗確認

産学官・国際連携推進部
国等との委託契約にかかる

契約事務

研究業務推進部（室）
研究現場における
資産状況の把握・管理

資産情報の一元管理と相互チェックを実現

ー新たな管理システムを構築し、管理体制を強化ー

借受情報管理システム
・取得資産情報 ・資産帰属情報
・所有権移転情報 ・借受手続情報
・更新情報 ・返納情報

２．財務会計業務 《特筆すべき事項 ３/３》

12
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３．働き方・業務改革

＜主な業務実績＞

● 外国人研究者についての受け入れ支援、働き易い環境整備
（受け入れ担当者を対象とした制度説明会の開催、日本語研修の実施等）

● 運営費交付金事業の厳正な予算査定による一般管理費及び業務経費の削減（対前年度△1.36％）

● 平成28年3月に閉鎖した尼崎支所について、国庫納付に向けた関係機関との調整

●手作業による定型業務についてのＩＴツール導入による自動化の促進（年度内実施予定）

● 科学研究費補助金における予算化手続きの見直しによる一部効率化（H30年度より実施）

● 複写機利用料金等の共通経費支払いに係る体制、手続き見直しによる工数削減（H30年度より実施）

● 研究支援部署の居室集約化による研究者に対する支援業務のワンストップサービス

13

交付金による制度化・恒久化を検討

補助員雇用支援事業を7月から施行

（対象者12名）

育児・介護等で時間
制約がある研究職員

の業務

補助員雇用
によりライフ
イベントによ
るキャリアの
中断を防ぐ

• 補助員雇用によりライフイベントによるキャリアの中断を防ぐ
• 研究業務進捗の切れ目をなくし加速化・効率化を図る
• 出産・育児・介護等のライフイベントと仕事との両立とWLBの質を向上させる
• 今後需要が大幅に増えると予測される介護支援のモデルケースを先取りして模
索し準備する

育児や介護により勤務時間に制約が生じている研究者を対象として補助員
の雇用を支援する事業を昨年7月から施行

補助員雇用により
ライフイベントによ
るキャリアの中断
を防ぎ、女性職員
の登用を促進する

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 １/９》

14
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常設展示施設への
点字ブロックの整備

バリアフリー化へ向けた取り組み

近隣大学、地域民生委員との
意見交換・取り組み事例の紹介

イベント時の配慮

お手伝いや配慮
が必要な場合はお
近くのスタッフに
ご相談ください。

職員の意識向上

障がいを有する学生への
学習支援

地質標本館での見学の様子

完成イメージ
（H30.3月施工完了予定）

障がいを理由とする差別を解消し、誰もが働きやすい職場を構築し、多様なポテン
シャルや属性を持つ人材を積極的に受け入れて活躍できる環境を実現する

障がいを理由とする差別解消への取り組み
• 外部専門家を招いた所内勉強会の開催（参加

者201名（平成28年度：170名））
• 所内相談窓口の設置（全国10拠点、平成28年

度～）

障害者雇用の実績
1. 障がい者雇用の促進・・・・平成29年4月～12月に10名

を新規採用
2. 法定雇用率（2.3％）の遵守・・・・雇用率 2.35%（平成29

年6月公表時点）

雇用機会の創出に
よる社会貢献

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 ２/９》

15

業務改革
民間資金獲得額の増大等とともに業務量が増大。

抜本的対策が必要との認識の下、
平成29年6月に「業務改革推進室」を設置。

現場のニーズや要望等を踏まえて、業務フロー
の分析等による業務改善・効率化 に取り組
む。

業務改革推進室を中心とした業務改善・効率化

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 ３/９》

16
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経営層と現場の対話
・幹部層への定期報告
・理事長との勉強会

現場ニーズの把握
・職場改善会議
・現場提案
・若手事務職フォーラム
・職場アンケート

オール産総研で業務改善・効率化に取り組む

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 ４/９》

17

重複業務の削減、弁護士事務所等の訴訟の対外的な窓口の統一、
ノウハウの蓄積による将来的な人員のスケールメリット

２部署で実施していた訴訟対応業務について、人員を1部
署に集約したうえで業務を統合し、訴訟業務の重複対応を
解消

18

コンプライアンス推進室

法務室法務室

規程等の形式審査等業務等

訴訟業務

コンプライアンス業務等

訴訟業務

規程等の形式審査等業務等

訴訟業務

コンプライアンス業務等

コンプライアンス推進室

訴訟業
務統合

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 ５/９》
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決裁の合理化によるコスト削減

幹部連絡会議

理事会

A理事

B理事

副理事長

理事長

審議後に、決裁の
捺印のためだけに
担当職員がつくば
東京間を外勤

幹部連絡会議

理事会

簡素化

幹部連絡会議・理事会開催日
に、決裁のための時間を設ける
運用とする。

A理事 B理事 副理事長 理事長

つくば

つくば 東 京

480時間/年
の削減効果

見込み

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 ６/９》

19

ITに関するユーザー支援業務について、
公共サービス改革（市場化テスト）の導入

⇒サービス品質向上＆ユーザー対応迅速化＆指示系統一本化

ネットワークSE業務 PC・ソフトウェア貸与業務

外部委託先が対応

平成29年度まで 平成30年度から

情報基盤部

指示 指示＆労務管理

情報基盤部

ネットワークSE業務

ヘルプデスク業務

PC・ソフトウェア貸与業務

連携向上

まとめて外部委託することで業務を一体化所内職員等が対応
（内製化）

ヘルプデスク業務

ユーザー

サービス品質の向上
ユーザー対応の迅速化

指示系統一本化
＆

労務管理不要
市場化テスト
※総務省による監視

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 ７/９》

20
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有給休暇の取得促進、時間外労働時間削減のための取り組み

プレミアムフライデー
の励行

適切な労務管理の徹底等

・時間外労働の管理強化
・注意喚起のメール発出
・休日振替の弾力化

9日以上の年末年始長期休暇取得者数：約1,400人増（24.1％→39.3％）

総超過勤務時間：前年度比 約7,000時間減（4～12月の9カ月間）

夏季及び年末年始における長期

休暇取得のキャンペーン等の実施

職員等の約3割がプレミアムフライデーを活用

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 ８/９》

21

■あてはまる ■ややあてはまる ■どちらともいえない
■あまりあてはまらない ■あてはまらない

・仕事、職場、組織全体
についてどのように感じているか

・どのような意識で働いているか

産総研で働いている

ことに満足している

自分の仕事は社会のため
になっている

30%

44%

18%

6%
2%

39%

42%

13%
3%
2%

・産総研で働く上での問題意識や業務上の課題等を把握し、働き方改革
や業務改革を進める。

職員等の仕事・職場・組織に対する意識調査を新たに導入

結果例

３．働き方・業務改革 《特筆すべき事項 ９/９》

（アンケート回収率57.5％（3,486名/6,061名））

22
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４．コンプライアンス推進への取り組み

＜主な業務実績＞

● 理事長への迅速なリスク報告並びに事業所長等連絡会議及び地域センター所長等会議での
情報共有等による厳格なリスク管理

● 内部通報及び研究不正申立への迅速な対応等

●国内外の研究機関と締結する協定書等の事前審査体制の強化によるリスクの未然防止

● コンプライアンス研修の実施及び職員向けレターの発行等積極的な啓発活動

●剽窃オンラインツールの利用促進を図るための説明会の開催

●研究記録制度の適正かつ効率的な運用のための制度見直し及びシステム改修並びに
制度の普及啓発のための説明会の開催

●産学官連携活動等の健全な推進のための「利益相反マネージメント」の実施

●効率的かつ効果的な内部監査の実施

23

体制の
共有

●国立研究開発法人協議会(国研協)における「コンプライアンス専門部会」の新設
を主導(設立:平成29年12月、参加法人:26法人、第１回開催日：平成30年2月23
日)。

●専門部会長(任期4年)及び事務局を担い、コンプライアンスに関する体制、リス
ク事案への対応方法及び事例の共有、共通する課題の検討等を実施。

リスク管理
機能の向上対応方法

の共有

課題の
検討

事例の
共有

コンプライアンス推進に関する国研協参加法人間の
連携を主導し、リスク管理機能の向上を図る

４．コンプライアンス推進への取り組み 《特筆すべき事項》

24
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５．職場環境整備 ＜主な業務実績＞

＜主な業務実績＞

●情報セキュリティに係る長期にわたる実務経験を有する専門家の知見を活用した情報セキュリティ対
策の検討・実施

● 「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準」改訂に基づく所内関連規程類の整備及び
職員への周知

●全役職員等を対象とした「情報セキュリティ研修」及び「個人情報保護及び情報セキュリティに関す
るセルフチェック」の実施

● 密接不可分にある情報セキュリティと保有個人情報のそれぞれの視点を網羅・融合した相互補完
的な監査の実施

● 災害時における所内ネットワーク及び基幹業務システム等の確実な稼働確保のための訓練の実施

● 情報公開法に基づく法人文書の開示請求等に対する期限内での適切な対応

● 情報公開法等に定められる公表すべき情報に係る正確かつ最新情報の公開及び任意情報の積極
的な公開

● 「産総研施設整備計画」に基づく、施設の閉鎖及び解体・撤去による維持管理費等の削減

25

+

サンドボックス機能
疑わしいメールやプログラム等を、仮想環境で実際に動作
させ解析。昨今の巧妙化されたサイバー攻撃に対応。

統合セキュリティサービス等

情報基盤部SE

外部企業
端末を24時間監視し、感染した場合は集中管理（遠隔操作）により、

迅速に隔離等のインシデント対応を実施。被害拡大を防止。

多岐にわたる情報セキュリティ対策により月約7.2万件※

の不正プログラムや不審メール等を検知・遮断・隔離

24 時間
監視

隔離等の
遠隔操作

※内訳：ファイアウォール＝6万件、統合セキュリティサービス等＝1.2万件

次期ファイアウォール
（平成30年夏構築完了予定）

インターネット

現行の10倍の通信容量

内部通信
の監視

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

「サイバーセキュリティ戦略について」を踏まえた設計。

５．職場環境整備 《特筆すべき事項 １/６》
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法人文書の管理状況に関する
自主点検の実施

新たな法人文書管理システム
の運用開始（H28年度～）

操作性向上のためのシステム改修、
システム操作方法のFAQの整備

公印の使用範囲を定めたルールの明確化

説明会開催による適切な管理方法等の周知

適正な文書管理の推進、産総研の信頼性向上
対外的に発出する法人文書の正確性の確保

職員等の理解・意識の向上

具体的な効果

各種の取り組みを展開し、法人文書をより適切かつ効率的に
管理するための基盤を整備

５．職場環境整備 《特筆すべき事項 ２/６》

27

保有する法人文書ファイル数：計118,265件（平成29年3月現在）

文書保存期間等の基本事項を定めた
「法人文書分類基準表」の一斉更新

• e-ラーニングにより、職員等の認識を増進
- 受講者4,672名

• セルフチェックにより、職員等の意識啓発・理解度を確認
- 実施者7,411名、正答率98.8%（平成28年度97.0%）

普及・啓発

• 効率性・実効性の観点から自主点検方法を見直したうえで、所内全部署（88部署）の点検を実施
• 保有個人情報が多い部署（5部署）に対し、保管状況等の現場調査を実施
• 情報セキュリティと保有個人情報の統合監査により、監査の実効性・効率性を確保したうえで、監査

対象を19から70部署に拡大

チェック機能

職員等の理解度向上
秘匿性に応じた管理方法の浸透

個人情報流出の未然防止

具体的な効果チェック機能
自主点検
現場調査
統合監査

普及・啓発

e-ラーニング
セルフチェック

５．職場環境整備 《特筆すべき事項 ３/６》

個人情報の適切な管理のための点検及び職員の意識醸成

28
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柏ハブ拠点研究棟（仮称） 臨海ハブ拠点研究棟（仮称）

新営棟建設と研究設備の改修等により、
研究活動に専念できる環境を構築する

● 人工知能に関するグローバル研究拠点整備事業における新営棟建設

－柏ハブ拠点研究棟（仮称）整備事業
－臨海ハブ拠点研究棟（仮称）整備事業

● オープンイノベーションラボラトリ（OIL）における設備導入・施設整備

－クリーン環境実験設備等設置工事：ChEM-OIL（京都大学） ＜改修費：約0.3億円＞

－本館内装改修工事 ：RWBC-OIL（東京工業大学）＜改修費：約0.1億円＞

OILにおける施設整備・設備導入による高度化

クリーン環境実験設備等設置工事
（京都大学）

内装改修工事
（東京工業大学）

人工知能に関するグローバル研究拠点整備事業
（完成イメージ図）

＜総予算額：約170億円＞
※平成28年度補正予算

５．職場環境整備 《特筆すべき事項 ４/６》

29

● 研究廃水処理施設の改修 ＜総予算額：約43.8億円＞ ※平成28年度補正予算

－有害物質等の一般排水への流出防止対策

● 空調設備の改修 ＜総予算額：約78.5億円＞ ※平成28年度補正予算

－老朽化に伴う冷媒ガス（フロン等）漏れ防止
－高エネルギー効率機器の導入

● 化学物質・油類の漏えいを想定した通報・拡散防止措置訓練

－「環境事故訓練」を産総研全体で実施

定期的な環境事故訓練の開催

研究廃水処理施設 空調設備（更新後）

平成29年度の設備改修・機器更新

訓練の実施風景

研究活動等による環境汚染を未然に防止し、
環境に配慮した研究開発を推進する

５．職場環境整備 《特筆すべき事項 ５/６》
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産総研全体の省エネルギー対策の推進により、
エネルギー使用の合理化を促進する

● ピーク電力カットの取り組みにより、契約電力を抑制

－夏季省エネルギーキャンペーン

－効率的かつ持続的な節電・省エネルギーの取り組み

● 省エネルギー意識向上のための資格取得を奨励

－エネルギー管理員の資格取得者7名増加

＊平成28年度の資格取得者は1名

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

(kW) 総契約電力の推移

産総研全体で3.4％(1,491kW)削減
＊平成28年度比
＊つくば北サイトの契約電力相当

2012年度
（平成24年度）

2013年度
（平成25年度）

2014年度
（平成26年度）

2015年度
（平成27年度）

2016年度
（平成28年度）

2017年度
（平成29年度）

５．職場環境整備 《特筆すべき事項 ６/６》
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